
　

目標値に届き、順調に

１

増加している。また、

日

会議室の利用者数につ

概

い
□ 計画どおり  

施

 
令和　５年度 ては、

策

感染症拡大のリスクが

名

減少し、使用を中止し

共

ていた打合せ室を令和

創

5年度から開放したた

・

め、増加した。
■ 遅

コ

延         

ミ

の評価 今後も、利用促

ュ

進を図っていく。
□ 

ニ

進展なし     

□

テ

 維持　■ 拡大 民活

ィ

動団体の登録について

基

は、今後も、継続して

本

窓口での積極的な案内

目

を行っていく。また、

標

会議室の利用者数
事業

共

区分 □ 自治事務  

に

 □ 法定受託   

創

□ その他
今後の方向

る

性 □ 縮小　□ 改善

持

を増やすため、登録団

続

体に対し積極的に利用

的

の案内を行っていく。

に

なお、電子予約システ

発

ムの周知については、

展

（改善措置等）□ 休

す

止　□ 終了 利用者の

る

利便性を向上させるこ

ま

とにより、団体登録数

ち

の増加に繋げていく。

要

計画対象 □ 実施計画

施

査定対象  □ 行政

策

改革対象 
□ 廃止　

の

　　　 

※決算額につ

目

いては、端数処理によ

的

り、他資料の決算額と

市

差異が生じている場合

民

もあります。

が主体的にまちづくりや

No. 事務事業名 活動

地

内容 コスト（事業費：

域

千円）

ウェルビーイン

の

グ推進事業 令和　４年

活

度 令和　５年度 令和　

動

５年度 令和　６年度 令

な

和　４年度 令和　５年

ど

度 令和　５年度 令和　

に

６年度
活動指標名 単位

参

実績 計画 実績 計画 決算

加

当初予算 決算 当初予算

し

全体事業概要
①

各地区

、

での幸せ指数の作 地区

相

1 0 0
市内各地区にて

互

、地域で活動を行うキ

に

ーパーソンを一 成
堂に

支

集め、情報交換の場と

え

するとともに、個人の

合

幸せ 0 1,395 1,

う

436 1,425
から

住

地域の幸せについて話

み

し合う場を創出する。

よ

また
②会を行うことで

い

住民同士のつながりを

地

生み、新たな行
動に結

域

びつけたい。 令和　７

社

年度の優先度

③2 　□

会

 Ａ　　　 □ Ｂ　

を

　　 □ Ｃ　　　 

形

□ Ｄ　

12月にウェ

成

ルビーイング講演会、

す

1月～2月にかけてウ

る

ェルビーイングミーテ

こ

ィングを開催し、ウェ

と

ルビーイング
■ 計画

。

どおり   
令和　５

施

年度 という言葉、そし

策

て「めさせ！ウェルビ

の

ーイング宣言」を広め

方

ることができた。また

向

、宣言への賛同者（社

共

）を
□ 遅延    

創

     
の評価 増や

の

すための取り組みとし

ま

て認定制度を3月末に

ち

立上げることができた

づ

。また当初設定した活

く

動指標は、取り組
□ 

り

進展なし     
み

の

の中で実施しないこと

推

となったため、令和6

進

年度からは新たな活動

ウ

指標のもと事業を推進

ェ

していく。
□ 維持　

ル

■ 拡大 9月頃にウェ

ビ

ルビーイングミーティ

ー

ングを開催する。令和

イ

5年度3月末に立上げ

ン

た三島ウェルビーイン

グ

グアクショ
事業区分 □

推

 自治事務   □ 

進

法定受託   □ そ

事

の他
今後の方向性 □ 

業

縮小　□ 改善 ン認定

で

制度は、宣言への賛同

は

者を可視化するため、

、

積極的に周知し参加者

講

を増やし、ウェルビー

演

イングに取り組
（改善

会

措置等）□ 休止　□

を

 終了 む人を増やして

実

いく。また、認定制度

施

参加者の取り組みをホ

し

ームページやラジオ放

、

送、SNS等で発信す

三

ることで
計画対象 □ 

島

実施計画査定対象  

商

□ 行政改革対象 
□

工

 廃止　　　　 、各

会

人の更なる取り組み発

議

展の手助けをしていく

所

。

、三島市自治会連合会と共同で、「めざせ！ウェルビーイング宣言」を実施した。
■ 計画どおり   

令和　５年度 市内６地区でウェルビーイングミーティングを開催し、地域を幸せにする方法を考えた。市民活動推進事業については、団体数、利用率ともに増加した。
□ 遅延         

の評価
□ 進展なし     

■ 維持　　　　 ウェルビーイング推進事業では、ウェルビーイングアクションを実施し、個人、団体で宣言に賛同して頂ける方を増やしていき、ラジオ番組で「教えてあなたのウェル

今後の方向性 □ 拡大　　　　 ビーイング」を放送し、幸せについて考え行動するきっかけをつくる。市民活動推進事業については、SN

1

Sを開設し、市民活動

頁

団体へ情報発信をして

令

いく。

（改善措置等）

和

□ 縮小　　　　 

□

 

 改善　　　　 

5年度　　事務事業評価

No. 事務事業名

表

活動内容 コスト（事業

（

費：千円）

市民活動推

個

進事業 令和　４年度 令

票

和　５年度 令和　５年

）

度 令和　６年度 令和　

課

４年度 令和　５年度 令

名

和　５年度 令和　６年

環

度
活動指標名 単位

実績

境

計画 実績 計画 決算 当初

市

予算 決算 当初予算
全体

民

事業概要
①

市民活動団

部

体数 団体 427 427

地

432 435
ＮＰＯ法

域

人、ボランティア団体

協

などの地域活動団体に

働

対し、市民活動センタ

・

ーの会議室の貸出をす

安

る。また 5,553 6

全

,190 6,282 6

課

,325
、様々な情報

作

を提供することなどに

成

より、各団体の自
②

会

日

議室の利用率 ％ 49.

令

8 55.5 48.4 5

和

5.2
主的活動を促進

　

する。

令和　７年度の

６

優先度

③1 　□ Ａ　

年

　　 □ Ｂ　　　 

　

□ Ｃ　　　 □ Ｄ

８

　

市民活動団体数につ

月

いては、計画していた


